
(57)【要約】

【課題】アクティブマトリクス表示装置は、電力供給ラ

インが低電圧と通常の電力供給電圧との間で変更される

二つのモードで動作可能なOLEDの表示画素の配列を有す

る。

【解決手段】第一のモードで画素駆動トランジスタの電

流は表示素子に供給され、望ましい画素輝度を供給する

よう選ばれる。第二のモードで電圧は駆動トランジスタ

に供給され、望ましいエージング効果を供給するよう選

ばれるが、電流は表示素子を流れない。フレーム時間は

二つの期間に分けられる。一方は、電力供給ラインが表

示素子をオンとする例えば15Vの電圧を供給される場合

であり、他方は、電力供給ラインが表示素子をオフとす

る例えば0V又は－5Vの電圧を供給される場合である。オ

フ期間でも電圧は駆動トランジスタに印加され、全ての

画素の駆動トランジスタの全体的な閾値電圧のドリフト

（エージングを生じる）が実質的に同じであるように選

択される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 表 示 画 素 の 配 列 を 有 し 、
　 夫 々 の 画 素 は 、 電 流 駆 動 発 光 表 示 素 子 と 、 該 表 示 素 子 を 流 れ る 電 流 を 駆 動 す る 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ と を 有 し 、 二 つ の モ ー ド で 動 作 可 能 で あ り 、
　 第 一 の モ ー ド で 、 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 電 流 は 、 該 表 示 素 子 に 供 給 さ れ 、 望 ま し い 画 素
輝 度 を 供 給 す る よ う 選 択 さ れ 、
　 第 二 の モ ー ド で 、 電 圧 は 、 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ 、 望 ま し い エ ー ジ ン グ 効 果 を
供 給 す る よ う 選 択 さ れ 、 電 流 は 、 該 表 示 素 子 を 流 れ な い こ と を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト
リ ク ス 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 二 の モ ー ド で 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ た 電 圧 は 、 ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 二 つ の モ ー ド に お い て 画 像 デ ー タ の 夫 々 の フ レ ー ム に 対 し て 動 作 す
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 前 記 表 示 素 子 は 、 高 電 力 供 給 ラ イ ン と 低 電 力 供 給 ラ イ ン と の
間 で 直 列 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 高 電 流 供 給 ラ イ ン で の 電 圧 は 、 異 な る 電 圧 が 、 前 記 二 つ の モ ー ド の 動 作 の 間 に 前 記
高 電 力 供 給 ラ イ ン に 印 加 さ れ る よ う に 切 り 替 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 表 示 素 子 を 選 択 的 に バ イ パ ス す る た め に 、 前 記 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ と 並 列 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 デ ー タ 供 給 ラ イ ン と 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と の 間 に ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ を 更
に 有 す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 及 び 前 記 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 共 有 さ れ た 制 御 ラ イ ン
に よ っ て 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 表 示 画 素 は 、 表 示 領 域 内 に あ り 、
　 前 記 装 置 は 、 該 表 示 画 素 の 複 数 個 の 挙 動 を モ デ ル 化 し 、 電 流 駆 動 発 光 表 示 素 子 及 び 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る た め に 、 該 表 示 領 域 の 外 側 に 少 な く と も 一 つ の モ デ リ ン グ 回 路 を 更
に 有 し 、
　 該 少 な く と も 一 つ の モ デ リ ン グ 回 路 は 、 複 数 の 画 素 駆 動 信 号 か ら 導 き 出 さ れ た 一 つ の 画
素 駆 動 信 号 を 該 表 示 素 子 の 複 数 個 に 対 し て 供 給 さ れ 、
　 前 記 装 置 は 、 前 記 モ デ リ ン グ 回 路 の 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 を 測 定 す
る 手 段 と 、 該 測 定 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ 特 性 に 応 じ て 該 表 示 素 子 の 複 数 個 に 対 し て 該 複 数 の
画 素 駆 動 信 号 を 変 更 す る 手 段 と を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ８ の う ち い
ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 単 一 の モ デ リ ン グ 回 路 は 、 前 記 表 示 画 素 の 全 て の 挙 動 を モ デ ル 化 す る た め に 使 用 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 モ デ リ ン グ 回 路 は 、 表 示 部 の 画 素 回 路 の 増 減 さ れ た 形 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ９ 又 は １ ０ 記 載 の 装 置 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 配 列 の 複 数 の 画 素 を 駆 動 す る ア ナ ロ グ 出 力 電 圧 を 供 給 す る 列 駆 動 回 路 を 更 に 有 し 、
　 前 記 表 示 画 素 の 複 数 個 に 対 し て 前 記 画 素 駆 動 信 号 を 変 更 す る 手 段 は 、 該 列 駆 動 回 路 の ア
ナ ロ グ 出 力 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ 乃 至 １ １ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 表 示 画 素 の 複 数 個 に 対 し て 前 記 画 素 駆 動 信 号 を 変 更 す る 手 段 は 、 夫 々 の 表 示 画 素 内
の 付 加 的 な 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ 乃 至 １ １ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 複 数 の 表 示 画 素 の 配 列 を 有 し 、
　 夫 々 の 画 素 は 、 電 流 駆 動 発 光 表 示 素 子 と 、 該 表 示 素 子 を 流 れ る 電 流 を 駆 動 す る 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ と を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 表 示 装 置 を 駆 動 す る 方 法 に お い て 、
　 第 一 の モ ー ド で 、 第 一 の ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 を 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 し 、 結 果 と
し て 生 じ た 電 流 を 該 表 示 素 子 に 供 給 す る ス テ ッ プ と 、
　 第 二 の モ ー ド で 、 望 ま し い エ ー ジ ン グ 効 果 を 供 給 す る よ う 選 択 さ れ る 第 二 の ゲ ー ト ‐ ソ
ー ス 間 電 圧 を 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 す る ス テ ッ プ と を 有 し 、 第 二 の モ ー ド の 間 は 該 表
示 素 子 を 電 流 が 流 れ な い こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 二 の モ ー ド は 、 前 記 第 一 の モ ー ド の 前 に 実 行 さ れ 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の モ ー ド は
、 夫 々 の 画 素 の 夫 々 の ア ド レ ス 指 定 の た め に 実 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 二 の モ ー ド は 、 ア ド レ ス 指 定 相 の 直 前 に 存 在 し 、 そ の 間 に 前 記 第 一 の ゲ ー ト ‐ ソ
ー ス 間 電 圧 が 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 表 示 画 素 の 複 数 個 の 挙 動 を モ デ ル 化 し 、 電 流 駆 動 発 光 表 示 素 子 及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス
タ を 有 す る た め に 、 表 示 領 域 の 外 側 に 少 な く と も 一 つ の モ デ リ ン グ 回 路 を 設 け 、
　 該 少 な く と も 一 つ の モ デ リ ン グ 回 路 は 、 複 数 の 画 素 駆 動 信 号 か ら 導 き 出 さ れ た 一 つ の 画
素 駆 動 信 号 を 該 表 示 素 子 の 複 数 個 に 対 し て 供 給 さ れ 、
　 該 モ デ リ ン グ 回 路 の 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 を 測 定 し 、
　 該 測 定 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ 特 性 に 応 じ て 該 表 示 素 子 の 複 数 個 に 対 し て 該 複 数 の 画 素 駆 動
信 号 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ６ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ト ラ ン ジ ス タ 特 性 は 、 閾 値 電 圧 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 単 一 の モ デ リ ン グ 回 路 は 、 前 記 表 示 画 素 の 全 て の 挙 動 を モ デ ル 化 す る た め に 使 用 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ 又 は １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 表 示 装 置 、 そ れ だ け で は な い が 特 に 、 夫 々 の 画 素 に 結
合 さ れ る 薄 膜 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 電 界 発 光 表 示 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 界 発 光 、 光 放 射 、 表 示 素 子 を 用 い る マ ト リ ク ス 表 示 装 置 が 良 く 知 ら れ る 。 表 示 素 子 は
、 有 機 薄 膜 電 界 発 光 素 子 、 例 え ば 高 分 子 化 合 物 質 、 又 は 従 来 の III-Ｖ 族 半 導 体 化 合 物 を 使
用 す る 発 光 ダ イ オ ー ド （ LED） を 有 し て も 良 い 。 有 機 電 界 発 光 物 質 、 特 に 高 分 子 化 合 物 に
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お け る 最 近 の 発 展 は 、 特 に 映 像 表 示 装 置 用 に 使 用 さ れ る よ う な そ れ ら の 能 力 を 実 証 し て い
る 。 一 般 に 、 こ れ ら の 物 質 は 、 一 対 の 電 極 間 に 挟 ま れ る 半 導 体 複 合 高 分 子 化 合 物 の 一 以 上
の 層 を 有 す る 。 該 電 極 の 一 つ は 透 明 で あ り 、 も う 片 方 は 空 孔 又 は 電 子 を 高 分 子 化 合 物 層 に
入 れ る の に 適 し た 物 質 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 高 分 子 化 合 物 質 は 、 CVD処 理 、 真 空 気 化 ／ 凝 華 処 理 を 用 い て 、 あ る い は 水 溶 性 複 合 高 分
子 化 合 物 の 溶 液 を 用 い る ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 技 術 に よ っ て 作 ら れ 得 る 。 イ ン ク ジ ェ ッ ト 印
刷 が 使 用 さ れ て も 良 い 。 有 機 電 界 発 光 物 質 は 、 ダ イ オ ー ド の よ う な I-V特 性 を 示 す よ う 配
置 さ れ う る 。 従 っ て 、 そ れ ら は 表 示 機 能 及 び ス イ ッ チ ン グ 機 能 の 両 方 を 提 供 す る 能 力 を 有
し 、 そ の た め 受 動 型 デ ィ ス プ レ イ に お い て 使 用 さ れ う る 。 あ る い は 、 こ れ ら の 物 質 は 、 夫
々 の 画 素 が 、 表 示 素 子 、 及 び 該 表 示 素 子 を 流 れ る 電 流 を 制 御 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 す
る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 表 示 装 置 に 対 し て 用 い ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 形 式 の 表 示 装 置 は 、 電 流 駆 動 表 示 素 子 を 有 す る 。 従 っ て 、 従 来 の ア ナ ロ グ 駆 動 の 考
え は 、 表 示 素 子 へ の 制 御 可 能 な 電 流 の 供 給 を 有 す る 。 画 素 構 造 の 部 分 と し て 、 表 示 素 子 を
流 れ る 電 流 を 決 め る 電 流 形 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る ゲ ー ト 電 圧 を 有 す る 電 流 形 ト ラ ン ジ
ス タ を 設 け る こ と が 知 ら れ る 。 蓄 積 容 量 は 、 ア ド レ ス 指 定 相 の 後 に ゲ ー ト 電 圧 を 保 持 す る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 電 界 発 光 表 示 素 子 を ア ド レ ス 指 定 さ れ る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 用 の 既 知 の 画 素
回 路 を 示 す 。 表 示 素 子 は 、 規 則 正 し く 間 隔 を 空 け ら れ た 画 素 の 行 及 び 列 の マ ト リ ク ス 配 列
を 有 す る パ ネ ル を 有 す る 。 画 素 は 、 ブ ロ ッ ク １ に よ っ て 表 わ さ れ 、 関 連 す る ス イ ッ チ ン グ
手 段 と 共 に 電 界 発 光 （ EL） 表 示 素 子 2を 有 し 、 行 （ 選 択 ） 及 び 列 （ デ ー タ ） の ア ド レ ス 導
電 体 4及 び 6の 交 差 す る 集 合 間 の 共 通 部 分 に 置 か れ る 。 数 個 の 画 素 の み が 簡 単 化 の た め に 図
に 示 さ れ る 。 実 際 に は 、 数 百 の 行 及 び 列 の 画 素 が 存 在 し う る 。 画 素 1は 、 行 の 走 査 駆 動 回
路 8及 び 列 の デ ー タ 駆 動 回 路 9を 有 す る 周 辺 の 駆 動 回 路 に よ っ て 、 行 及 び 列 の ア ド レ ス 導 電
体 の 集 合 を 介 し て ア ド レ ス 指 定 さ れ る 。 両 駆 動 回 路 は 、 導 電 体 の 夫 々 の 集 合 の 終 端 に 結 合
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 電 界 発 光 表 示 素 子 2は 、 こ こ で は ダ イ オ ー ド 素 子 （ LED） と し て 表 わ さ れ 、 有 機 電 界 発 光
物 質 の 一 以 上 の ア ク テ ィ ブ 層 が 挟 ま れ る 一 対 の 電 極 を 有 す る 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド を 有 す
る 。 配 列 の 表 示 素 子 は 、 絶 縁 支 持 材 の 片 側 で 関 連 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 回 路 と 共 に 支
え ら れ る 。 表 示 素 子 の カ ソ ー ド 又 は ア ノ ー ド の い ず れ か は 、 透 明 な 導 電 体 物 質 で 形 成 さ れ
る 。 支 持 材 は 、 ガ ラ ス の よ う な 透 明 な 物 質 か ら 作 ら れ 、 基 材 に 最 も 近 い 表 示 素 子 2の 電 極
は 、 イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 物 （ ITO） の よ う な 透 明 な 導 電 物 質 か ら 成 っ て も 良 い 。 従 っ て 、 電
界 発 光 層 に よ っ て 作 ら れ る 光 は 、 支 持 材 の も う 一 方 の 側 で 可 視 的 で あ る よ う に 、 こ れ ら の
電 極 及 び 支 持 材 を 通 っ て 伝 え ら れ る 。 一 般 に 、 有 機 電 界 発 光 物 質 層 の 厚 さ は 、 100nmか ら 2
00nmの 間 で あ る 。 素 子 2に 対 し て 使 用 さ れ う る 適 切 な 有 機 電 界 発 光 物 質 の 典 型 的 な 例 は 、 E
P-A-0717446で 知 ら れ 、 記 述 さ れ て い る 。 WO96/36959で 記 述 さ れ る よ う な 結 合 高 分 子 化 合
物 質 も 使 用 さ れ 得 る 。 不 透 明 な 基 材 、 例 え ば 絶 縁 層 を 有 す る 金 属 箔 が 使 用 さ れ う る 。 そ の
場 合 、 光 は 、 基 材 か ら 離 れ て 、 例 え ば 透 明 な 先 端 電 極 を 介 し て 放 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ は 、 電 圧 ア ド レ ス 指 定 動 作 を 提 供 す る 既 知 の 画 素 及 び 駆 動 回 路 の 配 置 を 、 簡 単 な 図
解 形 式 で 示 す 。 夫 々 の 画 素 1は 、 EL表 示 素 子 2及 び 関 連 す る 駆 動 回 路 を 有 す る 。 該 駆 動 回 路
は 、 行 導 電 体 4上 の 行 ア ド レ ス パ ル ス に よ っ て オ ン と さ れ る ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16を 有
す る 。 該 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16が オ ン と さ れ る と き 、 列 導 電 体 6で の 電 圧 は 残 り の 画 素
に 渡 り う る 。 特 に 、 該 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22及 び 蓄 積 容 量 24を
有 す る 電 流 源 20に 列 導 電 体 電 圧 を 供 給 す る 。 列 電 圧 は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の ゲ ー ト に 供 給
さ れ 、 該 ゲ ー ト は 、 前 記 行 ア ド レ ス パ ル ス が 終 了 し た 後 で す ら 蓄 積 容 量 24に よ っ て こ の 電
圧 で 保 持 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 回 路 内 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22は 、 ｐ 形 TFTと し て 実 施 さ れ 、 蓄 積 容 量 24は 、 ゲ ー ト
‐ ソ ー ス 間 電 圧 を 一 定 に 保 つ 。 こ れ は 、 該 ト ラ ン ジ ス タ と 流 れ る 一 定 の ソ ー ス ‐ ド レ イ ン
間 電 流 を 供 給 し 、 そ の 結 果 、 画 素 の 望 ま し い 電 流 源 動 作 を も た ら す 。 p形 駆 動 ト ラ ン ジ ス
タ は 、 低 温 ポ リ シ リ コ ン を 用 い て 実 施 さ れ う る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 n形 ト ラ ン ジ ス タ
と し て 実 施 さ れ う る （ 回 路 へ の 適 切 な 修 正 を 伴 う ） 。 通 常 、 こ れ は 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ
ン を 用 い る 実 施 に 適 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 基 本 画 素 回 路 に お い て 、 ポ リ シ リ コ ン に 基 づ く 回 路 に 関 し て 、 ト ラ ン ジ ス タ の チ
ャ ネ ル で の ポ リ シ リ コ ン 粒 子 の 統 計 的 分 布 に よ っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 が 変 化 す る
。 し か し 、 ポ リ シ リ コ ン ト ラ ン ジ ス タ は 、 電 流 及 び 電 圧 の ス ト レ ス の 下 で 完 全 に 安 定 で あ
る 。 従 っ て 、 閾 値 電 圧 は 十 分 に 一 定 の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス LED表 示 部 用 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 画 素 回 路 を 実 施 す る こ と に
非 常 に 関 心 が あ る 。 こ れ は 、 LED素 子 に 対 す る 電 流 要 求 が 素 子 の 効 率 が 改 善 さ れ る と 共 に
低 減 さ れ る の で 、 可 能 に な っ て き て い る 。 例 え ば 、 有 機 LED素 子 及 び 溶 解 処 理 さ れ た 有 機 L
ED素 子 は 、 最 近 、 燐 光 の 使 用 に よ っ て 非 常 に 高 い 効 率 を 示 し て い る 。 閾 値 電 圧 の 変 化 は 、
ア モ ル フ ァ ス ト ラ ン ジ ス タ で は 小 さ く 、 少 な く と も 基 材 全 体 で は 短 い 範 囲 に 亘 る 。 し か し
、 閾 値 電 圧 は 、 電 圧 ス ト レ ス に 対 し て 非 常 に 敏 感 で あ る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 対 す る 必 要
と さ れ る 閾 値 以 上 の 高 い 電 圧 の 印 加 は 、 閾 値 電 圧 で の 大 き な 変 化 を 引 き 起 こ し 、 こ の 変 化
は 、 表 示 画 像 の 情 報 コ ン テ ン ツ に 依 存 す る 。 こ の エ ー ジ ン グ は 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ・
ト ラ ン ジ ス タ で 駆 動 さ れ る LED表 示 部 で の 深 刻 な 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 エ ー ジ ン グ に 起 因 す る 使 用 さ れ る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 の 変 化 を 補 償 す る 電 圧 ア
ド レ ス 指 定 画 素 回 路 に 対 し て 、 多 数 の 提 案 が 存 在 す る 。 こ れ ら の 提 案 の 幾 つ か は 、 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 が 通 常 フ レ ー ム 毎 に 測 定 さ れ う る よ う に 、 夫 々 の 画 素 に 付 加 的 な 回
路 素 子 を 導 入 す る 。 閾 値 電 圧 を 測 定 す る 一 つ の 方 法 は 、 ア ド レ ス 指 定 系 列 の 一 部 と し て 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ の ス イ ッ チ を オ ン と し 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 電 流 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ
ー ト ‐ ソ ー ス 間 接 合 の 両 端 の 容 量 を 放 電 す る よ う に 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 分 離 す る 。 特 定
の 時 点 で 、 容 量 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 を 保 持 す る 点 ま で 放 電 さ れ 、 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ は 導 電 を 停 止 す る 。 そ の と き 、 閾 値 電 圧 は 、 容 量 で 蓄 え ら れ る （ 即 ち 、 測 定 さ れ る
） 。 次 に 、 こ の 閾 値 電 圧 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ た ゲ ー ト 電 圧 が 閾 値 電 圧 を 考 慮
に 入 れ る よ う に 、 デ ー タ 入 力 電 圧 に （ 画 素 内 の 回 路 素 子 を や は り 用 い て ） 加 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ ら の 補 償 案 は 、 更 に 複 雑 な 画 素 構 成 及 び 駆 動 案 を 必 要 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 表 示 画 素 の 配 列 を 有 し 、 夫 々 の 画 素 は 、 電 流 駆 動 発 光 表 示 素 子
と 、 該 表 示 素 子 を 流 れ る 電 流 を 駆 動 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク
ス 表 示 装 置 を 提 供 す る 。 夫 々 の 画 素 は 、 二 つ の モ ー ド で 動 作 可 能 で あ り 、 第 一 の モ ー ド で
、 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 電 流 は 、 該 表 示 素 子 に 供 給 さ れ 、 望 ま し い 画 素 輝 度 を 供 給 す る よ
う 選 択 さ れ 、 第 二 の モ ー ド で 、 電 圧 は 、 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ 、 望 ま し い エ ー ジ
ン グ 効 果 を 供 給 す る よ う 選 択 さ れ 、 電 流 は 、 該 表 示 素 子 を 流 れ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 装 置 に お い て 、 フ レ ー ム 時 間 は 、 二 つ の 期 間 に 分 け ら れ る 。 一 つ は 表 示 素 子 が オ ン
で あ る と き で あ り 、 も う 一 つ は 表 示 素 子 が オ フ で あ る と き で あ る 。 オ フ 期 間 の 間 、 電 圧 は
そ れ で も な お 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 印 加 さ れ 、 こ の 電 圧 は 、 全 て の 画 素 に 対 す る 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ で の 全 て の 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト （ 結 果 と し て エ ー ジ ン グ を も た ら す ） が 実 質 的 に 同
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じ で あ る よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 第 二 の モ ー ド で 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ た 電 圧 は 、 ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧
で あ る 。 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト は 、 駆 動 さ れ る 電 流 よ り む し ろ ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 に 依 存
す る 。 従 っ て 、 画 素 は 、 第 二 の モ ー ド に お い て 、 駆 動 電 流 を 供 給 し な い が 、 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ に か か る ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 冠 電 圧 を 有 す る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 望 ま し く は 、 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 二 つ の モ ー ド に お い て 画 像 デ ー タ の 夫 々 の フ レ ー ム に
対 し て 動 作 す る 。 例 え ば 、 第 一 及 び 第 二 の モ ー ド は 、 等 し い 持 続 期 間 で あ っ て も 良 い 。 不
連 続 駆 動 の 案 は 、 動 画 の 再 生 を 改 善 す る こ と が 以 前 よ り 認 識 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 前 記 表 示 素 子 は 、 高 電 力 供 給 ラ イ ン と 低 電 力 供
給 ラ イ ン と の 間 で 直 列 に 接 続 さ れ る 。 望 ま し く は 、 高 電 力 供 給 ラ イ ン で の 電 圧 は 、 異 な る
電 圧 が 二 つ の 動 作 モ ー ド に 対 し て 高 電 力 供 給 ラ イ ン に 印 加 さ れ る よ う に 切 り 替 え ら れ る 。
こ の よ う に し て 、 電 力 供 給 ラ イ ン の 電 圧 は 、 電 流 が 第 二 の モ ー ド で 表 示 素 子 を 流 れ な い こ
と を 確 実 に す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 表 示 素 子 を 選 択 的 に バ イ パ ス す る た め に 、 前 記 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ と 並 列 に 設 け ら れ て も 良 い 。 こ れ は 、 バ イ パ ス と し て 働 く が 、 更 に 表 示 素 子 の
電 圧 （ ア ノ ー ド 電 圧 ） が 画 素 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 間 に う ま く 決 め ら れ る こ と を 確 実 に す る
。 更 に 、 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ が 、 デ ー タ 供 給 ラ イ ン と 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と
の 間 に 設 け ら れ て も 良 く 、 前 記 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 及 び 前 記 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は
、 共 有 さ れ た 制 御 ラ イ ン に よ っ て 制 御 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 表 示 画 素 は 表 示 領 域 内 に あ り 、 前 記 装 置 は 、 該 表 示 画 素 の 複 数
個 の 挙 動 を モ デ ル 化 し 、 電 流 駆 動 発 光 表 示 素 子 及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る た め に 、 該
表 示 領 域 の 外 側 に 少 な く と も 一 つ の モ デ リ ン グ 回 路 を 更 に 有 す る 。 該 少 な く と も 一 つ の モ
デ リ ン グ 回 路 は 、 複 数 の 画 素 駆 動 信 号 か ら 導 き 出 さ れ た 一 つ の 画 素 駆 動 信 号 を 該 表 示 素 子
の 複 数 個 に 対 し て 供 給 さ れ る 。 そ の と き 、 前 記 装 置 は 、
　 前 記 モ デ リ ン グ 回 路 の 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 を 測 定 す る 手 段 と 、
　 該 測 定 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ 特 性 に 応 じ て 該 表 示 素 子 の 複 数 個 に 対 し て 該 複 数 の 画 素 駆 動
信 号 を 変 更 す る 手 段 と を 更 に 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 実 施 例 に お い て 、 一 つ の 擬 似 画 素 （ 又 は 複 数 の 擬 似 画 素 ） が 、 表 示 部 の 画 素 の エ ー
ジ ン グ を モ デ ル 化 す る た め に 使 用 さ れ 、 適 切 な 補 正 が 、 画 素 駆 動 信 号 に 対 し て 成 さ れ る 。
画 素 の エ ー ジ ン グ が 均 一 に さ れ た 場 合 、 画 素 回 路 及 び タ イ ミ ン グ に 対 す る 簡 単 な 修 正 と 共
に 画 素 駆 動 信 号 に 対 す る 補 正 が 可 能 で あ る 。 ト ラ ン ジ ス タ 特 性 は 、 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電
圧 で あ っ て も 良 い 。 擬 似 画 素 の 解 析 は 、 原 則 的 に 、 所 定 の 電 流 の 発 生 に 対 し て 必 要 と さ れ
る ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 が 決 め ら れ る こ と を 可 能 に す る た め で あ る 。 従 っ て 、 モ デ リ ン グ
は 、 ト ラ ン ジ ス タ で の 他 の 変 化 、 例 え ば 移 動 度 の 変 化 を 考 慮 に 入 れ う る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 単 一 の モ デ リ ン グ 回 路 は 、 エ ー ジ ン グ が 本 発 明 の 装 置 に よ っ て 均 一 に さ れ る の で 、 前 記
表 示 画 素 の 全 て の 挙 動 を モ デ ル 化 す る た め に 使 用 さ れ う る 。 し か し 、 必 要 な ら ば 、 複 数 の
モ デ リ ン グ 回 路 は 、 表 示 画 素 の 個 々 の 部 分 集 合 の 挙 動 を 夫 々 モ デ リ ン グ す る た め に 設 け ら
れ う る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 モ デ リ ン グ 回 路 に 供 給 さ れ た 画 素 駆 動 信 号 は 、 複 数 の 画 素 駆 動 信 号 に 対 し て 結 合 信 号 （
即 ち 、 第 一 及 び 第 二 の モ ー ド の 結 合 ） か ら 導 き 出 さ れ る 。 本 発 明 が 画 素 の エ ー ジ ン グ に お
い て 完 全 な 均 一 性 を も た ら さ な い 場 合 、 平 均 値 は 、 画 素 の モ デ リ ン グ 回 路 へ の 入 力 と し て
使 用 さ れ て も 良 い 。 平 均 化 動 作 が 実 行 さ れ る 場 合 、 そ れ は 、 対 応 す る 複 数 個 の 表 示 画 素 に
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対 し て デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ （ 列 駆 動 回 路 に あ る ） を 平 均 化 す る こ と に よ っ て 、 あ る い は 、
対 応 す る 複 数 個 の 表 示 画 素 に 供 給 さ れ る 駆 動 電 流 を 平 均 化 す る こ と に よ っ て 得 ら れ う る 。
こ の よ う な 方 法 で は 、 表 示 部 に 供 給 さ れ た 電 流 を 測 定 す る 回 路 が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 モ デ リ ン グ 回 路 は 、 例 え ば 、 表 示 部 の 画 素 回 路 の 増 減 さ れ た 形 を 有 す る 。 こ の 回 路
は 、 他 の 試 験 目 的 の た め に す で に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 複 数 の 画 素 駆 動 信 号 は 、 列 駆 動 回 路 で 変 更 さ れ う る 。 し か し 、 表 示 画 素 の 複 数 個 に 対 す
る 複 数 の 画 素 駆 動 信 号 は 、 そ の 代 わ り に 、 夫 々 の 表 示 画 素 内 の 付 加 的 な 回 路 を 用 い て 変 更
さ れ う る 。 例 え ば 、 図 ２ で 示 さ れ る よ う に 、 一 般 に 蓄 積 容 量 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー
ト と ソ ー ス と の 間 に 設 け ら れ 、 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ は 、 列 デ ー タ ラ イ ン と 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ の ゲ ー ト と の 間 に 設 け ら れ る 。 次 に 、 付 加 的 な 回 路 は 、 第 二 の 列 ラ イ ン と 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ の ソ ー ス と の 間 の 第 二 の ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ の 形 で 設 け ら れ う る 。 こ の よ う な 方
法 で は 、 蓄 積 容 量 は 、 画 素 デ ー タ 入 力 及 び 第 二 の 列 ラ イ ン で の デ ー タ の 両 方 に 依 存 す る ゲ
ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 代 わ り に 、 付 加 的 な 回 路 は 、 第 二 の 蓄 積 容 量 を 有 し て も 良 く 、 第 一 及 び 第 二 の 蓄 積 容 量
は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と ソ ー ス と の 間 に 直 列 に 置 か れ る 。 こ の 配 置 で は 、 一 つ の
容 量 は デ ー タ 信 号 用 で あ り 、 も う 一 つ は 閾 値 電 圧 用 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は ま た 、 複 数 の 表 示 画 素 の 配 列 を 有 し 、 夫 々 の 画 素 は 、 電 流 駆 動 発 光 表 示 素 子 と
、 該 表 示 素 子 を 流 れ る 電 流 を 駆 動 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
表 示 装 置 を 駆 動 す る 方 法 を 提 供 す る 。 当 該 方 法 は 、
　 第 一 の モ ー ド で 、 第 一 の ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 を 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 し 、 結 果 と
し て 生 じ る 電 流 を 該 表 示 素 子 に 供 給 す る ス テ ッ プ と 、
　 第 二 の モ ー ド で 、 望 ま し い エ ー ジ ン グ 効 果 を 供 給 す る よ う 選 択 さ れ る 第 二 の ゲ ー ト ‐ ソ
ー ス 間 電 圧 を 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 す る ス テ ッ プ と を 有 し 、 第 二 の モ ー ド の 間 は 該 表
示 素 子 を 電 流 が 流 れ な い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 当 該 方 法 は 、 表 示 素 子 へ 画 素 デ ー タ を 駆 動 す る た め に オ ン モ ー ド を 使 用 し 、 全 て の 画 素
の エ ー ジ ン グ を 等 し く す る た め に オ フ モ ー ド を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 第 二 の モ ー ド は 、 前 記 第 一 の モ ー ド の 前 に 実 行 さ れ 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の モ ー ド は
、 夫 々 の 画 素 の 夫 々 の ア ド レ ス 指 定 の た め に 実 行 さ れ る 。 例 え ば 、 第 二 の モ ー ド は 、 ア ド
レ ス 指 定 相 の 直 前 に 存 在 し 、 そ の 間 に 第 一 の ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に
供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 画 素 は 、 十 分 に 一 定 の 量 で 経 年 変 化 す る が 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 特 性 は 、 時 間 に 亘 っ て
変 化 す る 。 モ デ リ ン グ 回 路 は 、 前 記 表 示 画 素 の 複 数 個 の 挙 動 を モ デ ル 化 し 、 電 流 発 光 表 示
素 子 及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る た め に 、 表 示 領 域 の 外 側 に 設 け ら れ て も 良 い 。 そ の と
き 、 当 該 方 法 は 、
　 複 数 の 画 素 駆 動 信 号 か ら 導 き 出 さ れ た 一 つ の 画 素 駆 動 信 号 を 有 す る 少 な く と も 一 つ の モ
デ リ ン グ 回 路 を 前 記 表 示 素 子 の 複 数 個 に 設 け 、
　 前 記 モ デ リ ン グ 回 路 の 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 を 測 定 し 、
　 該 測 定 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ 特 性 に 応 じ て 該 表 示 素 子 の 複 数 個 に 対 し て 該 複 数 の 画 素 駆 動
信 号 を 変 更 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 を 添 付 の 図 を 参 照 し て 例 を 用 い て 記 述 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 こ れ ら の 図 は 、 略 図 で あ り 、 実 寸 で 描 か れ な い こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 こ れ ら の 図 の
部 分 の 夫 々 の 寸 法 及 び 形 状 は 、 図 で の 明 白 さ 及 び 利 便 性 の た め に 、 そ の サ イ ズ に 対 し て 誇
張 又 は 縮 小 を 成 さ れ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 、 夫 々 の 画 素 が 二 つ の モ ー ド で 動 作 可 能 で あ る 画 素 の 形 状 及 び 駆 動 の 考 え を 提
供 す る 。 第 一 の モ ー ド で 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 電 流 は 、 表 示 素 子 に 供 給 さ れ 、 望 ま し い 画
素 輝 度 を 提 供 す る よ う 選 ば れ る 。 第 二 の モ ー ド で 、 電 圧 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ
、 望 ま し い エ ー ジ ン グ 効 果 を 提 供 す る よ う 選 ば れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 最 も 基 本 的 な 画 素 回 路 を 図 ３ で 示 す 。 画 素 回 路 は 、 図 ２ の 回 路 に 対 応 す る が 、 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ 22に 並 列 に 接 続 さ れ た 付 加 的 な 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 23を 有 す る 。 こ の よ う に し て 、
付 加 的 な 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 23は 、 電 力 供 給 ラ イ ン 26と 第 一 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の ソ ー ス
と の 間 に 接 続 さ れ る 。 付 加 的 な 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の ソ ー ス を 電 力
供 給 ラ イ ン に 結 合 す る た め に 使 用 さ れ う る 。 こ れ は 、 画 素 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 間 に ア ノ ー
ド 電 圧 （ 第 一 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 圧 に 対 応 ） が う ま く 決 定 さ れ る こ と を 可 能 に
す る 。 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16と 同 じ 制 御 信 号 で ゲ ー ト 制 御
さ れ る 。 電 力 供 給 ラ イ ン は 、 そ れ に 印 加 さ れ た 切 り 替 え 可 能 な 電 圧 を 有 し 、 第 二 の 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ 23は 、 後 述 か ら 明 ら か に な る よ う に 、 表 示 素 子 が オ フ と さ れ る こ と を 確 実 に す
る た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 は 、 画 素 回 路 に お い て 付 加 的 な ト ラ ン ジ ス タ を 必 ず し も 必 要 と し な い こ と が 留 意
さ れ る べ き で あ る 。 実 際 に は 、 更 に 簡 単 で あ る 二 つ の ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 回 路 は 、 ゲ ー
ト ‐ ド レ イ ン 間 電 圧 が 電 力 ラ イ ン と 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の ゲ ー ト と の 間 に 蓄 え ら れ る 場 合
に 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 付 加 的 な 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 23は 、 も は や 必 要 と さ れ な い 。 し か
し 、 こ の 形 式 の 回 路 は 、 エ ー ジ ン グ 及 び 加 熱 に よ る 表 示 素 子 の ア ノ ー ド 電 圧 の 変 化 に よ る
電 流 の 変 化 、 並 び に 電 力 ラ イ ン で の 電 圧 降 下 の 影 響 を 受 け や す い 。 従 っ て 、 図 ３ で 示 さ れ
る 更 な る 制 御 可 能 な 三 つ の ト ラ ン ジ ス タ の 回 路 が 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 回 路 は 、 低 い 電 圧 （ 例 え ば 0Vか ら － 5V） と 通 常 の 電 力 供 給 電 圧 （ 例 え ば 15V） と の
間 で 変 化 す る 電 力 供 給 ラ イ ン を 必 要 と す る 。 該 回 路 が ト ラ ン ジ ス タ 16に よ っ て ア ド レ ス 指
定 さ れ る と き 、 電 力 供 給 ラ イ ン は 、 低 い 電 圧 に 落 と さ れ る 。 こ れ に よ り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス
タ 22を 流 れ る 電 流 は 止 ま る の で 、 そ の と き 電 力 ラ イ ン 26は 、 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 23を
介 し て 列 6に よ っ て 供 給 さ れ た デ ー タ 電 圧 を 参 照 し て 、 良 好 な 基 準 レ ベ ル （ 例 え ば 、 接 地
又 は － 5V） を 供 給 す る 。 容 量 24が 充 電 さ れ る と 、 ア ド レ ス ラ イ ン は ロ ー と な り 、 こ の 後 電
力 ラ イ ン は ハ イ に さ れ る 。 電 流 が 流 れ 始 め 、 表 示 素 子 の ア ノ ー ド 及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22
の ゲ ー ト は 、 そ れ ら の 夫 々 の 動 作 位 置 ま で 浮 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の 回 路 が 行 ア ド レ ス パ ル ス 及 び 電 力 供 給 ラ イ ン 電 圧 の 切 り 替 え に 対 し て 特
定 の タ イ ミ ン グ 状 態 を 必 要 と す る 様 子 を 示 す 。 示 さ れ る よ う に 、 電 力 供 給 ラ イ ン 26は 、 ア
ド レ ス ラ イ ン （ 図 ４ の 16を 参 照 ） が 、 電 流 が 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 23を 通 っ て 表 示 素 子
に 流 れ な く な る よ う ハ イ と な る 前 に 、 ロ ー と な る 。 電 力 が 、 ア ド レ ス ラ イ ン が ハ イ と な っ
た 後 に ロ ー と な る こ と を 認 め ら れ る 場 合 、 一 瞬 の 光 が 放 射 さ れ 、 表 示 部 の 暗 状 態 を 低 下 さ
せ る 。 電 力 供 給 ラ イ ン 26は 、 ア ド レ ス パ ル ス が 終 わ っ た 後 で ハ イ と な る 。 蓄 積 容 量 24に 蓄
え ら れ る べ き デ ー タ は 、 プ ロ ッ ト 6の 透 明 部 分 27の 間 に 列 6で 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト が ソ ー ス ‐ ゲ ー ト 間 電 圧 に よ っ て 駆
動 さ れ 、 電 流 が 流 れ な い と い う 事 実 を 利 用 す る 。 従 っ て 、 電 力 ラ イ ン が ロ ー で あ る 間 、 如
何 な る デ ー タ で も 回 路 を ア ド レ ス 指 定 す る こ と が 可 能 で あ り 、 画 像 は 見 ら れ な い 。 デ ー タ
を 適 切 に 選 択 す る こ と に よ っ て 、 画 像 が 表 示 さ れ る （ 電 力 は ハ イ ） と き の 閾 値 電 圧 の ド リ
フ ト 及 び 画 像 が 表 示 さ れ な い （ 電 力 は ロ ー ） と き の 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト は 、 合 計 す る と 常
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に 一 定 量 に な る 。 従 っ て 、 画 像 依 存 の ド リ フ ト は 起 き な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 二 つ の 駆 動 レ ベ ル を 供 給 す る た め に 、 夫 々 の ラ イ ン は 、 フ レ ー ム 毎
に 二 度 ア ド レ ス 指 定 さ れ な け れ ば な ら な い 。 光 は 一 つ の 期 間 （ 例 え ば 、 半 分 の 時 間 ） に 対
し て の み 放 射 さ れ る が 、 こ れ は 、 動 き の 認 知 を 改 善 す る た め に 如 何 な る 場 合 で も 望 ま れ る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る 一 つ の 可 能 な タ イ ミ ン グ 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 示 さ れ る よ う に 、 フ レ ー ム 期 間 内 に は 二 つ の ア ド レ ス パ ル ス （ ア ド レ ス ラ イ ン 16で の 高
い パ ル ス ） が あ る 。 フ レ ー ム 期 間 の 最 初 の 部 分 の 間 、 表 示 素 子 は 、 低 い 電 力 ラ イ ン に よ っ
て オ フ と さ れ る 。 第 一 の ア ド レ ス パ ル ス に お い て 、 ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 は 、 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ 22の 望 ま し い エ ー ジ ン グ を 提 供 す る よ う 列 6に 供 給 さ れ る 。 こ れ を “ 第 二 の モ ー ド
の デ ー タ ” と 呼 ぶ 。 こ れ は 、 フ レ ー ム の 後 半 部 分 で 画 素 に 供 給 さ れ る べ き デ ー タ （ 画 素 に
供 給 さ れ る べ き デ ー タ の 前 の 情 報 を 必 要 と す る ） に 基 づ い て 、 あ る い は 前 の フ レ ー ム で 画
素 に 供 給 さ れ た 画 素 デ ー タ に 基 づ い て 計 算 さ れ て も 良 い 。 い ず れ の 場 合 で も 、 夫 々 の 画 素
の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 夫 々 の 全 フ ィ ー ル ド 期 間 に 亘 っ て 同 じ く 全 体 的 エ ー ジ ン グ 状 態 の
影 響 を 受 け る 。 フ レ ー ム 保 存 は 、 “ 第 二 の モ ー ド の デ ー タ ” の 計 算 を 可 能 に す る こ と を 必
要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 二 の ア ド レ ス パ ル ス に お い て 、 列 に 供 給 さ れ た デ ー タ は 、 “ 第 一 の モ ー ド の デ ー タ ”
と 呼 ば れ る 望 ま し い 画 素 の 出 力 デ ー タ に 変 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 夫 々 の ア ド レ ス パ ル ス に 対 し て 、 デ ー タ は 、 蓄 積 容 量 24を 充 電 す る た め に 十 分 な 期 間 の
間 だ け 、 例 え ば 20ミ リ 秒 の フ レ ー ム 期 間 に 対 し て 20マ イ ク ロ 秒 の 間 に 加 え ら れ る 。 従 っ て
、 二 つ の ア ド レ ス パ ル ス に よ っ て 占 め ら れ る フ レ ー ム 時 間 の 割 合 は 、 図 ５ で は 誇 張 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 フ ィ ー ル ド 期 間 内 で 、 第 一 の モ ー ド の デ ー タ は 、 当 然 、 第 二 の モ ー ド の デ ー タ の 前 に あ
る か 、 あ る い は 後 ろ に あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の ア プ ロ ー チ は 、 表 示 さ れ る 画 像 と は 無 関 係 に 、 ト ラ ン ジ ス タ 特 性 の 均 一 な エ ー ジ ン
グ を 提 供 す る 。 し か し 、 夫 々 の 画 素 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の 閾 値 電 圧 は ド リ フ ト を 有 す る
の で 、 ト ラ ン ジ ス タ を 流 れ る 電 流 は 落 ち る 。 従 っ て 、 表 示 さ れ た 画 像 は 、 所 謂 “ 焼 き 付 き
” ア ー テ ィ フ ァ ク ト を 直 ち に 示 し う る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 し か し 、 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト は 表 示 部 全 体 で 均 一 な の で 、 そ れ は 容 易 に 補 正 さ れ る 。 特
に 、 全 体 的 ド リ フ ト は 、 表 示 部 の 端 の 試 験 回 路 で 観 測 さ れ 、 多 数 の 方 法 で 均 一 性 を 補 償 さ
れ う る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ は 、 表 示 領 域 30並 び に 該 表 示 部 の 外 側 の 行 及 び 列 の 駆 動 回 路 8、 9を 有 す る 表 示 部 を
示 す 。 試 験 ユ ニ ッ ト 32は 、 一 以 上 の 擬 似 画 素 の 形 で 設 け ら れ る 。 表 示 領 域 30の 外 側 に あ る
こ れ ら の 付 加 的 な 画 素 は 、 し ば し ば 試 験 目 的 で 予 め 設 け ら れ 、 し ば し ば 処 理 制 御 モ ジ ュ ー
ル 又 は 試 験 回 路 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ７ は 、 図 ３ の 画 素 回 路 の 挙 動 を モ デ ル 化 す る た め の 擬 似 画 素 の 設 計 に 関 す る 一 つ の 可
能 な 例 を 示 す 。 擬 似 画 素 の 回 路 素 子 2、 22、 24は 、 画 素 で の そ れ ら の 複 製 で あ っ て も 良 く
、 あ る い は 擬 似 回 路 は 、 画 素 回 路 の 増 減 さ れ た 形 を 有 し て も 良 い 。 従 っ て 、 擬 似 回 路 は 、
回 路 が 画 素 回 路 と 同 じ よ う に 動 作 す る が 、 同 じ 電 圧 に 対 し て 更 に 大 き な 電 流 が 流 れ る よ う
に 、 幾 つ か の 画 素 の 並 列 接 続 を 有 し て も 良 い 。 こ れ は 、 単 一 の 画 素 回 路 よ り も 容 易 に 測 定
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で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 代 わ り に 、 回 路 の 構 成 要 素 は 、 全 て の 回 路 の 構 成 要 素 が 同 じ 係 数 で 大 き く さ れ る が 、 物
理 的 に は 更 に 大 き く な り う る 。 重 要 な 点 は 、 回 路 が 画 素 回 路 と 同 じ よ う に 動 作 す る こ と で
あ る 。 全 て の 場 合 で 、 擬 似 画 素 回 路 は 、 正 確 な 補 正 を 確 実 に す る た め に 、 同 様 の 構 成 要 素
及 び 動 作 を 有 す る 実 際 の 画 素 回 路 を 表 わ す 。 擬 似 画 素 回 路 は 、 検 出 ト ラ ン ジ ス タ 42（ 後 述
さ れ る ） が 、 表 示 素 子 の ア ノ ー ド が 画 素 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 間 に 既 知 の 電 圧 で あ る こ と を
確 実 に す る た め の 、 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 23の 機 能 に 取 っ て 替 わ る 限 り 、 ト ラ ン ジ ス タ
23を 有 す る 必 要 は な い 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の エ ー ジ ン グ は 、 ト ラ ン ジ ス タ に 印 加 さ れ た
ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 に の み 基 づ い て モ デ ル 化 さ れ う る 。 こ の ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 は 、
均 一 な 平 均 的 エ ー ジ ン グ 状 態 に 基 づ き 、 表 示 部 の 全 て の 画 素 が 本 発 明 に よ っ て こ れ の 影 響
を 受 け る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 擬 似 画 素 回 路 は 、 付 加 的 な 検 出 ラ イ ン 40及 び 検 出 ラ イ ン 40と 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22と の 間
に 接 続 さ れ た 検 出 ト ラ ン ジ ス タ 42を 有 す る 。 そ の と き 、 擬 似 回 路 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の
閾 値 電 圧 を 測 定 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 を 測 定 す る た め に 、 検 出 ラ イ ン 40は 、 図 ８ で 示 さ れ る よ う
に 、 仮 想 的 な 接 地 電 流 検 出 器 50に 接 続 さ れ る 。 こ の 装 置 は 、 検 出 ラ イ ン 40で の 電 圧 の 如 何
な る 変 化 を も 許 容 せ ず に 電 流 を 測 定 す る の で 、 非 常 に 小 さ な 電 流 を 検 出 す る こ と が で き る
。 電 流 検 出 器 は 、 ラ ン プ 電 圧 発 生 器 52の 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 表 示 部 の 夫 々 の フ ィ ー ル ド 期 間 の 始 ま り に お い て 、 擬 似 画 素 回 路 は 、 閾 値 電 圧 の 測 定 動
作 を 実 行 す る た め に 使 用 さ れ る 。 残 り の フ ィ ー ル ド 期 間 の 間 、 擬 似 回 路 は 、 配 列 の 画 素 の
駆 動 状 態 を 表 わ す 電 圧 ま で 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 閾 値 測 定 動 作 の た め に 、 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16及 び 検 出 ト ラ ン ジ ス タ 42は オ ン と さ れ
る 。 次 に 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の ゲ ー ト は 、 そ の 時 点 で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の 閾 値 電 圧 よ
り も 低 く な る よ う 配 置 さ れ た デ ー タ 列 6の 電 圧 ま で 放 電 さ れ る の で 、 そ れ は オ フ と さ れ る
。 LED表 示 素 子 2の ア ノ ー ド は ま た 、 接 地 で あ る 検 出 ラ イ ン 40の 電 圧 に 保 た れ る 。 電 力 レ ー
ル 26は ハ イ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 ラ ン プ 発 生 器 52は 、 列 6の 電 圧 を 線 形 な 又 は 段 階 的 な い ず れ か の 方 法 で 、 例 え ば
、 バ ッ フ ァ の 電 圧 出 力 を 増 大 さ せ る こ と に よ っ て 、 あ る い は 列 に 充 電 を 注 入 す る こ と に よ
っ て 増 大 さ せ る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の ゲ ー ト は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ ン と な る ま で 列
電 圧 に 従 い 、 そ の と き 電 流 は 、 検 出 ラ イ ン 40に 注 入 さ れ 、 電 流 検 出 器 42に よ っ て 検 出 さ れ
る 。 こ の 時 点 で 、 ラ ン プ 発 生 器 の 電 圧 出 力 が 蓄 え ら れ て 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 の
測 定 時 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 残 り の フ ィ ー ル ド 期 間 の 間 、 信 号 は 、 デ ー タ 源 54か ら 擬 似 画 素 に 供 給 さ れ る 。 こ の 時 間
の 間 、 擬 似 画 素 は 、 画 素 の 配 列 全 体 の 均 一 な 平 均 的 駆 動 状 態 を 表 わ す 信 号 で 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 擬 似 画 素 は 、 擬 似 画 素 で の 回 路 構 成 要 素 に 従 っ て 、 ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 の 平 均 値 又 は
こ れ の 増 減 さ れ た 値 で 駆 動 さ れ る 。 閾 値 電 圧 の 測 定 は 、 夫 々 の フ ィ ー ル ド 期 間 で 一 度 で あ
っ て も 良 い が 、 多 少 多 く て も 良 い 。 タ イ ミ ン グ は 夫 々 の 調 整 が 小 さ い 程 度 で あ り 、 望 ま し
く は 、 調 整 は ゆ っ く り 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 一 つ の 形 式 に お い て 、 測 定 さ れ た 閾 値 電 圧 は 、 ア ナ ロ グ 又 は デ ジ タ ル の 領 域 で 、 例 え ば
、 ソ ー ス 駆 動 回 路 （ デ ジ タ ル ） 又 は 画 素 自 体 （ ア ナ ロ グ ） に お い て 個 々 の 画 素 に 対 す る 望
ま し い デ ー タ 電 圧 に 加 え ら れ る 。 こ の 方 法 で は 、 複 数 の 表 示 画 素 に 対 す る 画 素 駆 動 信 号 は
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、 擬 似 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 の 測 定 さ れ た 閾 値 電 圧 に 応 じ て 変 え ら れ る 。 更 な る 代
案 は 、 他 の 電 圧 と 比 較 さ れ る 列 電 圧 範 囲 の オ フ セ ッ ト を 取 る こ と で あ る 。 こ れ は 、 ア ナ ロ
グ 技 術 で あ り 、 外 部 か ら 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ９ は 、 閾 値 電 圧 が 画 素 内 に 加 え ら れ る こ と を 可 能 に す る 第 一 の 画 素 配 置 を 示 す 、
　 第 一 及 び 第 二 の 容 量 C 1 及 び C 2 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の ゲ ー ト と ソ ー ス と の 間 に 直 列 に
接 続 さ れ る 。 画 素 に 入 力 さ れ る デ ー タ は 、 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16を 用 い て 、 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ の ゲ ー ト に 供 給 さ れ る 。 こ の デ ー タ 入 力 は 、 第 一 の 容 量 C 1 を 画 素 デ ー タ 電 圧 に 充 電
す る 。 第 二 の 容 量 C 2 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 （ 擬 似 画 素 配 置 に よ っ て 決 め ら れ る
） を 蓄 え る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 接 合 は 、 第 三 の ト ラ ン ジ ス タ 62を 介 し て 付 加 的 な ラ イ ン 60に 接
続 さ れ る 。 こ の 付 加 的 な ラ イ ン 60は 、 閾 値 電 圧 を 画 素 に 供 給 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の み が 、 定 電 流 モ ー ド で 使 用 さ れ る 。 回 路 の 他 の 全 て の TFT16、 23
、 62は 、 短 い デ ュ ー テ ィ ー サ イ ク ル で 動 作 す る ス イ ッ チ と し て 使 用 さ れ る 。 従 っ て 、 こ れ
ら 素 子 の 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト は 小 さ く 、 回 路 性 能 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 。 閾 値 補 償 を 有 す る
一 つ の 画 素 信 号 （ 即 ち 、 一 つ の ア ド レ ス パ ル ス の み ） の 適 用 に 対 す る タ イ ミ ン グ 図 を 図 １
０ に 示 す 。 “ 第 二 の モ ー ド の デ ー タ ” の 適 用 の タ イ ミ ン グ は 図 示 し な い が 、 そ れ は 、 本 発
明 が 実 施 さ れ る 技 術 分 野 の 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 プ ロ ッ ト 16、 23、 62は 、 夫 々 の ト ラ ン ジ ス タ に 印 加 さ れ た ゲ ー ト 電 圧 を 表 わ す 。 プ ロ ッ
ト 60は 、 付 加 的 な ラ イ ン 60に 印 加 さ れ た 電 圧 を 表 わ し 、 プ ロ ッ ト “ デ ー タ ” の 透 明 な 部 分
は 、 デ ー タ ラ イ ン 6で の デ ー タ 信 号 の タ イ ミ ン グ を 表 わ す 。 網 掛 け 部 分 は 、 デ ー タ ラ イ ン 6
上 の デ ー タ が 画 素 の 他 の 行 で 使 用 さ れ る 時 間 を 表 わ す 。 画 素 の 他 の 行 に 対 す る デ ー タ は 、
デ ー タ が ほ ぼ 連 続 的 に デ ー タ ラ イ ン に 適 用 さ れ 、 パ イ プ ラ イ ン 化 さ れ た 動 作 を 与 え る よ う
に 、 こ の 時 間 の 間 に 適 用 さ れ う る こ と が 、 後 述 か ら 明 白 と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 回 路 の 動 作 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 が デ ー タ 電 圧 と 閾 値 電 圧 と
の 和 で あ る よ う に 、 デ ー タ 容 量 C1を 蓄 え 、 次 に 閾 値 電 圧 を C2に 蓄 え る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 回 路 動 作 は 、 以 下 の ス テ ッ プ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 23は オ ン と さ れ 、 第 三 の ト ラ ン ジ
ス タ 62は オ ン と さ れ る 。 こ の 時 間 の 間 、 接 地 電 圧 は 、 プ ロ ッ ト 60に 示 さ れ る よ う に ラ イ ン
60に 供 給 さ れ る 。 こ れ は 容 量 C 1 の 一 方 を 接 地 に 接 続 し 、 他 方 を デ ー タ 電 圧 に 接 続 す る の で
、 デ ー タ 電 圧 は C 1 に 蓄 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16は 、 容 量 C 1 が 浮 動 で あ る よ う に オ フ と さ れ る 。 そ の と き
閾 値 電 圧 66が ラ イ ン 60に 供 給 さ れ 、 こ れ は 、 第 二 の 容 量 C 2 を 充 電 す る 。 C 2 の 反 対 の 端 子 は
、 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 23を 介 し て 接 地 に 接 続 さ れ る （ 電 力 供 給 ラ イ ン 26は ロ ー で あ る
か ら ） 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 最 後 に 、 ト ラ ン ジ ス タ 62及 び 23は オ フ と さ れ 、 電 力 は ハ イ と な り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22
は 、 そ の ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 接 合 の 両 端 に 印 加 さ れ た 二 つ の 容 量 の 結 合 電 圧 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 デ ー タ が ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16に 対 す る 行 ア ド レ ス パ ル ス に 対 応 す る 時 間
期 間 に の み 列 6上 に あ る こ と が 必 要 で あ る こ と を 示 す 。 ア ド レ ス 指 定 相 の 第 二 の 半 分 は 、
隣 接 の 行 に 対 す る ア ド レ ス 指 定 相 の 第 一 の 半 分 と 重 な り う る の で 、 パ イ プ ラ イ ン 化 さ れ た
ア ド レ ス 系 列 が 使 用 さ れ う る 。 従 っ て 、 ア ド レ ス 指 定 系 列 の 長 さ は 、 長 い 画 素 の プ ロ グ ラ
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ミ ン グ 時 間 を 意 味 せ ず 、 効 率 的 な ラ イ ン 時 間 は 、 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ が オ ン で あ る と き
に 容 量 C 1 を 充 電 す る た め に 必 要 と さ れ る 時 間 に よ っ て の み 制 限 さ れ る 。 こ の 時 間 期 間 は 、
標 準 的 な ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス の ア ド レ ス 指 定 系 列 に 対 し て と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ １ は 、 閾 値 電 圧 が 画 素 内 に 加 え ら れ る こ と を 可 能 に す る 第 二 の 画 素 配 置 を 示 す 。 図
１ １ の 回 路 は 、 図 ７ の 擬 似 画 素 回 路 と 本 質 的 に 同 じ で あ る が 、 検 出 ラ イ ン 40は 、 付 加 的 な
ラ イ ン 70で 置 き 換 え ら れ 、 検 出 ト ラ ン ジ ス タ 42は 、 付 加 的 な 入 力 ト ラ ン ジ ス タ 72で 置 き 換
え ら れ て い る 。 こ の 画 素 は 、 蓄 積 容 量 24の 一 方 を デ ー タ 電 圧 に 充 電 し 、 蓄 積 容 量 24の 他 方
を 閾 値 電 圧 に 等 し い 大 き さ の 負 の 電 圧 に 充 電 す る こ と に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 従 っ て 、 蓄 積
容 量 の 全 電 圧 は 、 閾 値 電 圧 に 加 え ら れ た デ ー タ 電 圧 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 １ ２ は 、 動 作 の タ イ ミ ン グ を 示 す 。 ア ド レ ス 指 定 期 間 は 、 一 つ の 相 の み を 有 す る 。 閾
値 電 圧 の 逆 値 は 、 ラ イ ン 入 力 ラ イ ン 70に 供 給 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ 72は 、 容 量 24の 一 つ の 端
子 に こ の 電 圧 を 供 給 す る 。 デ ー タ 電 圧 は 、 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16を 介 し て 容 量 24の 他 方
の 端 子 に 供 給 さ れ る 。 従 っ て 、 容 量 の 両 端 の 電 圧 は 、 デ ー タ 電 圧 と 閾 値 電 圧 と の 和 で あ る
。 前 の 回 路 の 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 23は 必 要 と さ れ ず 、 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 役 割
は 、 ト ラ ン ジ ス タ 72に よ っ て 果 た さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 画 素 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 終 了 時 に 、 ト ラ ン ジ ス タ 72は オ フ と さ れ 、 表 示 素 子 は オ ン と な
る 。 ア ノ ー ド は 平 衡 電 圧 に 達 し 、 望 ま し い ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 が 容 量 24に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 先 と 同 じ く 、 図 １ ２ は 、 表 示 部 を 駆 動 す る 画 素 デ ー タ の 呼 び 出 し の た め の タ イ ミ ン グ の
み を 示 す 。 “ 第 二 の モ ー ド の デ ー タ ” で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を ア ド レ ス 指 定 す る た め に 、 電
力 供 給 ラ イ ン は 、 表 示 素 子 を オ フ と す る よ う ロ ー の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 の 二 つ の 例 に お い て 、 画 素 は 、 閾 値 電 圧 の 付 加 を 可 能 に す る よ う 変 形 さ れ る 。 こ れ は
、 付 加 が 画 素 内 で 行 わ れ る の で 、 列 導 電 体 で 必 要 と さ れ る 電 圧 が 適 度 に 保 た れ る こ と を 可
能 に す る 。 あ る い は 、 閾 値 電 圧 は 、 例 え ば ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 液 晶 表 示 部 と 共 に 使 用 さ
れ る 所 謂 “ 四 段 階 駆 動 法 ” で の 電 圧 の 付 加 と 同 様 の 方 法 で 、 容 量 性 結 合 効 果 に よ っ て 画 素
駆 動 信 号 に 加 え ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 更 な る 代 案 と し て 、 補 償 は 、 所 定 の デ ー タ 入 力 に 対 し て 表 示 素 子 の 輝 度 を 変 え る た め に
、 電 力 供 給 ラ イ ン の 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 成 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 第 二 の モ ー ド （ 表 示 素 子 が オ フ と さ れ る と き ） の ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電
圧 は 、 夫 々 の フ ィ ー ル ド 期 間 内 の 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 一 定 の エ ー ジ ン グ を 供 給 す る
よ う 計 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト は 、 （ １ ） 式 に 従 う こ と が 分 か っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 　 　 　 V t (t)＝ V t (t=0)＋ k(V g － V t (t))

a (vt) b 　 　 　 （ １ ）
こ こ で 、
　 V t (t)は 、 時 間 tで の 閾 値 電 圧 で あ り 、
　 kは 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン の 蒸 着 状 態 に 依 存 す る 定 数 で あ り 、
　 V g は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 圧 で あ り 、
　 aは 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン に 依 存 す る 定 数 で あ り （ 通 常 、 良 質 な ア モ ル フ ァ ス シ リ コ
ン で 1.7） 、 vは 、 全 て の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン に 対 す る 定 数 で あ り （ ～ 10 1 0 Hz） 、
　 b=T/T 0 で あ り 、 こ こ で 、 Tは 絶 対 温 度 で あ り 、 T 0 は ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン の 品 質 に 依 存
す る （ 通 常 720K） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
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　 ド リ フ ト 率 は 、 式 （ １ ） か ら 分 か る よ う に 、 ゲ ー ト 電 圧 及 び 時 間 に 対 し て 非 線 形 で あ る
。 ド リ フ ト 率 は 、 表 示 部 の フ レ ー ム 時 間 と 比 較 し て 緩 や か で あ る の で 、 単 一 の フ レ ー ム 時
間 内 で の ド リ フ ト に 対 し て 、 我 々 は V t の 時 間 依 存 を 無 視 で き 、 （ ２ ） 式 を 導 く こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 　 　 　 δ V t ＝ k(V g － V t )

a 　 　 　 （ ２ ）
こ こ で 、 δ V t は 、 単 一 フ レ ー ム 内 で 引 き 起 こ さ れ た 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト で あ る 。 LEDが 照
射 さ れ な い 期 間 で の TFTの ド リ フ ト レ ベ ル は 、 二 つ の ド リ フ ト が 合 計 す る と 全 て の 画 素 に
対 し て 同 じ 量 と な る よ う に 選 ば れ る 。 即 ち 、 （ ３ ） 式 の よ う に 表 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 　 　 　 δ V t o n ＋ δ V t o f f ＝ k(V g w c － V t )

a 　 　 　 （ ３ ）
　 V g w c は 、 最 悪 な 場 合 の ゲ ー ト 駆 動 状 況 （ 最 大 輝 度 ） で あ る 。 従 っ て 、 オ ン 及 び オ フ の 状
態 に 対 し て 等 し い 時 間 期 間 で あ る と す る と 、 オ フ 状 態 の 駆 動 状 況 は （ ４ ） 式 と な る こ と が
分 か る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 　 　 　 V g o f f ＝ V t ＋ ((V g w c － V t )

a － (V g o n － V t )
a ) 1 / a 　 　 　 （ ４ ）

　 従 っ て 、 こ の 式 は 、 オ フ 期 間 の 間 に ゲ ー ト ‐ ソ ー ス 間 電 圧 を 決 め る た め に 使 用 さ れ う る
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の 考 え が 理 解 さ れ る 場 合 、 全 て の 素 子 の 閾 値 電 圧 は 同 じ よ う に ド リ フ ト を 有 し 、 上 述
し た よ う に 、 こ の 均 一 な ド リ フ ト は 、 表 示 部 の 端 に 置 か れ た 試 験 装 置 に よ っ て 検 出 さ れ る
。 こ れ は 、 上 の 式 （ ４ ） で 使 用 さ れ る V t の 値 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 オ ン 及 び オ フ の 時 間 が 等 し い こ と は 必 要 と さ れ な い が 、 そ れ ら が 等 し く な い 場 合 、 式 は
更 に 複 雑 に な る 。 50％ 以 下 の LEDの デ ュ ー テ ィ ー サ イ ク ル は 、 駆 動 TFTが オ フ と さ れ る 第 三
の 期 間 を 導 入 す る こ と 、 又 は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ ン 状 態 に あ る 間 に LED電 力 供 給 接 続 を
取 り 扱 う こ と の い ず れ か に よ っ て 達 成 さ れ う る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ド リ フ ト の 式 に 従 っ て 、 小 さ な 誤 差 が ゲ ー ト 駆 動 電 圧 に 存 在 し （ 例 え ば 量 子 化 誤 差 ） 、
あ る い は 最 初 の 閾 値 電 圧 の 小 さ な 変 動 が 存 在 す る 場 合 、 誤 差 は 時 間 と 共 に 減 少 す る の で 、
方 法 は ロ ー バ ス ト で あ り 、 高 度 な 精 度 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 補 正 は 、 画 素 回 路 の 構 成 要 素 、 特 に 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の エ ー ジ ン グ の
補 償 を 可 能 に す る 。 補 償 の 回 路 及 び 方 法 は ま た 、 表 示 部 の 温 度 変 化 の 補 償 を 提 供 す る 。 ア
モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 回 路 の 特 性 は 温 度 依 存 で あ り 、 本 発 明 で 使 用 さ れ う る 補 償 回 路 は 、 表
示 部 の 画 素 と 同 様 の 温 度 状 態 の 影 響 を 受 け る 領 域 に 擬 似 画 素 回 路 を 配 置 す る こ と に よ っ て
、 こ の 温 度 依 存 性 を 補 償 す る こ と が で き る 。 こ の 方 法 で は 、 擬 似 画 素 回 路 の 近 傍 で の 温 度
は 、 ア ク テ ィ ブ な 画 素 領 域 の 温 度 の 代 表 値 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 回 路 は 、 n形 ト ラ ン ジ ス タ の み を 使 用 し て 示 さ れ た 。 多 数 の 技 術 、 例 え ば 、 結 晶 シ リ コ
ン 、 水 素 化 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 、 ポ リ シ リ コ ン 、 及 び 半 導 体 ポ リ マ ー な ど が 可 能 で あ る
。 こ れ ら は 全 て 、 発 明 の 請 求 範 囲 内 に あ る こ と を 意 図 さ れ る 。 表 示 素 子 は 、 高 分 子 LED素
子 、 有 機 LED素 子 、 燐 光 体 含 有 物 質 、 及 び 他 の 発 光 構 造 体 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ れ ら は 、 電 圧 の 画 素 内 で の 付 加 を 実 施 す る 他 の 方 法 で あ り 、 こ れ ら は ま た 、 従 来 の 画
素 設 計 を 照 射 す る た め に 、 列 に 供 給 さ れ る 前 に 画 素 駆 動 信 号 へ の 変 化 を 実 施 す る 多 数 の 方
法 で も あ る 。 列 駆 動 回 路 で デ ー タ の 変 更 を 実 施 す る た め の 様 々 な デ ー タ 処 理 技 術 は 、 こ れ
が 当 業 者 に と っ て あ り き た り で あ る 場 合 、 詳 細 に 説 明 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 上 の 例 に お い て 、 平 均 照 度 値 は 、 補 正 信 号 の 基 と し て 使 用 さ れ る 。 更 に 複 雑 な 考 え が 必
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要 な 補 正 を 決 め る た め に 用 い ら れ て も 良 い こ と は 、 当 業 者 に よ っ て 明 白 で あ る 。 こ れ は 、
例 え ば 、 平 均 照 度 だ け で な く 、 照 度 値 の 変 化 又 は 代 わ り の 他 の 統 計 的 パ ラ メ ー タ を 考 慮 し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 単 一 の 補 正 信 号 が 列 全 体 に 適 用 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し 、 補 正 は 、 一 列 毎 で あ
っ て も 、 あ る い は 画 素 配 列 の 簿 ロ ッ ク 領 域 に 基 づ い て も 良 い 。 こ れ は 、 装 置 に よ っ て 表 示
さ れ る デ ー タ の 性 質 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 様 々 な 他 の 変 形 は 、 当 業 者 に と っ て 明 白 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
【 図 １ 】 既 知 の EL表 示 装 置 を 示 す 。
【 図 ２ 】 EL表 示 装 置 を 電 流 で ア ド レ ス 指 定 す る た め の 既 知 の 画 素 回 路 の 簡 単 化 さ れ た 回 路
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 画 素 回 路 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 画 素 回 路 の 動 作 を 説 明 す る 第 一 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の 画 素 回 路 の 動 作 を 説 明 す る 第 二 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 表 示 領 域 の 外 側 の 付 加 的 な 回 路 を 本 発 明 が 如 何 に 使 用 す る か を 示 す 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 装 置 内 で 使 用 さ れ る 回 路 を 示 す 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 回 路 に 関 連 す る 測 定 回 路 を 示 す 。
【 図 ９ 】 画 素 内 で 補 償 電 圧 を 加 え る 画 素 回 路 を 示 す 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 回 路 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 画 素 内 で 補 償 電 圧 を 加 え る 第 二 の 画 素 回 路 を 示 す 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 回 路 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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